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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業報告書

委員会名:
青少年委員会
委員長名:
桑原　望
事業名:

4月公開例会「尊敬できる大人へ ～大人が変われば子供も変わる～」
文書名:

青少年4月公開例会報告理協1
文書作成者:
貝間元義
作成日:

平成26年5月23日
室長確認日:
平成26年5月24日
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【事業要綱】

1. 事業実施に至る背景

本来、子供たちは日々「親」や「大人」と接する中で愛情を一身に受け成長し、将来に望みをもって心豊かに成長していきます。しかし現在の日本は、子育てに自信がない、子供にどう接していいかわからない親が増え、さらに道徳心の欠如や規範意識の薄い自己中心的な大人が目立つ「心豊かな社会」とはかけ離れた社会になりました。このような環境で育つ子供たちが様々な困難に直面する社会問題が起こっています。「大人が変われば子供も変わる」「子供が変われば未来も変わる」と言われるように、まず大人が子供たちに手本となる姿を見せることが、子供たち自身がより良い未来へと進むために必要なことです。

2. 事業目的(対外)

本例会は、参加者が親や地域の大人として、今まで以上に青少年育成の意識を高め、自信を持って子供と向き合える「尊敬できる大人」へと成長することを目的とします。

3. 事業目的(対内）

長岡JCメンバーが本例会を通じて、自信を持って子供と向き合える「尊敬できる大人」へと成長することで、家庭や仕事そして地域社会にさらに貢献できる様になることを目的とします。

4. 事業の対象者

(1) 対外対象者：一般市民　

(2)対内対象者：長岡JCメンバー　 
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【事業概要】

1. 実施日時

(1)実施日:平成26年4月15日(火)

(2)実施時間:18:25～21:00

(3)設営時間:13:00～22:00

2. 実施会場

(1) 会場名: アオーレ長岡市民交流ホールA（セレモニー）

長岡グランドホテル2F(公開例会)、長岡グランドホテル4F山吹の間(託児所)

(2) 会場図: 長岡グランドホテル2F（公開例会）
アオーレ長岡市民交流ホールA（セレモニー）
3. 参加員数結果報告並びに参加推進計画検証

(1)対外対象者

参加員数計画で、100人に対し86人。

合計  参加員数計画100人に対して、86人
(2)対内対象者: メンバー出欠結果
参加員数計画で、長岡JCメンバー158人に対して、117人。

合計  参加員数計画158人に対して、117人
 (3)参加推進方法についての検証

1 対外対象者には各地の子育てサークルや子育ての駅を委員会メンバーが直接訪問し、チラシ・ポスターの配布とPRを行いました。また、JCのホームページに案内を記載した他、フェイスブックやメール申込みフォームを活用し、JCメンバーにも直接、声掛けいただけるようご協力いただきました結果、申込予定数に達しました。また、参加希望者には電話で申込受付の確認を取るなどして出席率の向上に努めましたが、結果として当日の出席者数は86名となりました。なお、託児所を利用されたお子様の人数は14名でありました。

2 報道各社へ積極的にプレスリリースを行った事により、事前に講演会開催が新聞に取り上げられ、それを見て申し込まれた一般の方もおり、申込予定数にもつながりました。また、テレビを通じたPRについても機会を逃すことなく行い、広く一般の方へ周知していただける結果となりました。　報道関係掲載の様子
3 JCメンバーはメール案内にて出欠確認を致しました。また委員会PRや電話連絡を行うことで公開例会の重要性を伝えることに努めましたが、出席率は8割以下となりました。
4. 外部協力者(協力種別)

　【講師】　長岡市教育委員会　　羽賀友信　様

　　　　　　子育て支援士　　　　佐竹直子　様

　【託児】　長岡市シルバー人材センター　様より　8名

【後援】　長岡市・長岡市教育委員会　（冊子提供）
5. 引用著作物の有無

　　無

6. 実施組織

(１)役割分担表

【事前役割】

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	桑原望委員長

	統括責任者補佐
	野村紘二副委員長・齋藤恵副委員長

	チーフ
	貝間元義

	サブチーフ
	井上賢太

	会計
	佐藤辰徳会計幹事

	アンケート作成
	◎野村紘二

	備品準備
	◎佐藤辰徳会計幹事・齋藤恵副委員長・小柳圭介

	案内配信・出席管理
	◎髙見礼央・綱島健太郎・鈴木和義

	JCメンバーPR募集班
	◎渡辺富幸・内藤秀郷・メンバー全員

	子育てｻｰｸﾙPR募集班
	◎鈴木和義・関﨑貴志・メンバー全員

	ポスター・チラシ配布班
	◎小柳圭介・杉本淳

	講師協力依頼
	◎貝間元義・桑原望委員長

	シナリオ作成
	◎齋藤恵副委員長・江口健太郎

	映像作成
	◎中村健介・鈴木和義・横山智樹


※担当リーダー：◎

【当日役割（通常例会）】

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	桑原望委員長

	チーフ
	貝間元義

	サブチーフ
	井上賢太

	講師アテンド
	深見太朗副理事長

	対外対象者案内
	メンバー全員

	受付
	渡辺富幸

	備品配置
	佐藤辰徳会計幹事

	司会
	齋藤恵副委員長

	JCIクリード
	渡辺富幸

	JCIミッション・JCIビジョン
	江口健太郎

	JC宣言文朗読並びに綱領唱和
	鈴木和義

	長岡JC宣言
	小柳圭介

	議事録作成人
	貝間元義

	議事録署名人
	井上賢太・中村健介

	音響・照明
	中村健介

	記録(カメラ・ビデオ)
	佐藤辰徳会計幹事


　　　
【当日役割(講演会)】

	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	桑原望委員長

	チーフ
	貝間元義

	サブチーフ
	井上賢太

	講師アテンド
	深見太朗副理事長

	対外対象者案内
	メンバー全員

	受付
	◎野村紘二副委員長・髙見礼央・関﨑貴志

	備品配置
	◎佐藤辰徳会計幹事・綱島健太郎

	司会
	◎齋藤恵副委員長

	PC等メディア操作
	◎鈴木和義

	音響
	◎中村健介

	照明
	◎杉本淳

	記録(カメラ・ビデオ)
	◎渡辺富幸

	ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ司会
	◎桑原望委員長


　　　※担当リーダー◎

7. 事業目的達成の検証

(1)事業目的に達した点

事後アンケートの結果により、対外対象者の6割以上が親としても地域の大人としても「自信が出てきた」との回答をいただきました。また、現在親や地域の大人として抱えている問題について解決策を「見出せた」「見出せそう」という回答は9割以上に上り、尊敬できる大人を「イメージできた」「なんとなくイメージできた」もあわせて9割以上に達しました。　事後アンケート集計結果
この結果をもって、参加者が本例会の目的である、自信を取り戻し子供と向き合う事の大切さを理解し、尊敬できる大人へと成長できたと考えます。

　

(2)事業目的に達しなかった点

　①対外対象者の参加は100名の予定でしたが、実際に来場されたのは86名でした。

平日の夜であり、終了時間が21時となることもあって小さい子供を持つ親から、当日キャンセルが多く出ました。

②事後アンケートの結果により、対外対象者の13%、対内対象者の34％が子育ての自信について「なにも変わらない」と回答頂きました。

8.　実施上の問題点

(1)予算上の問題点

チラシ・アンケート用の紙が事前に購入した分では足りず、追加購入することになりました。実際に必要となる分の精査が不十分でした。

 (2)運営上の問題点

　①事前の役割分担が不明確であったため、リハーサルが一部不十分なまま本番を迎えてしまい、結果として監事講評の直前に演台やマイクの準備に手間取るといった事態が起こりました。講演会終了後のリハーサルも十分に行うべきでした。また、人員の配置においても不十分なところがあり、実際に一般参加者への誘導がスムーズでなかった場面が見受けられました。
②メンバーにセレモニー会場と講演会の会場を間違える人が多くいました。事前の周知と当日の誘導を徹底させるべきでした。
③映像を放映中に音声の乱れがありました。PCと機材をつなぐコードが抜けたことによるものです。会場内の配線の仕方についても考慮するべきでした。

④例会前にPRなどで訪問を予定していた子育てサークルで、実際には活動していない団体が数多くありました。事前の調査が不十分でした。

⑤アンケートの設問がわかりづらいとの指摘を内外からいただきました。また、事前アンケートに関しては設問が用紙の両面にわたっており、表面だけ記入して裏面に記入がないといった事例も見受けられました。設問の文面や内容についての精査が足りませんでした。
⑥例会開始時間を通常より早めたために、セレモニーに間に合わない人もいました。

 (3)その他の問題点

　①連絡の行き違いにより、個人情報の扱いにおいて子育てサークルから誤解され、トラブルがありました。連絡方法の確認や対応の仕方について調査するべきでした。

9.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容：7 児童又は青少年の健全な育成を目的とする事業

理由：大人が子供の手本となるための方策について考える、児童又は青少年の健全な育成を目的としているため

 (2)上記の目的を実現するために事業実施において注力した点

・講演内容と目的が合致するように事前に講師との打ち合わせを綿密に行いました。
 (3)判断理由

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由

・児童又は青少年の健全な育成は、個人だけでなく広く地域社会にとっても重要です。

②  事業の参加者が不特定多数である（広く一般に公開されている）と判断できる理由

　・長岡市内に住む不特定多数の市民が講演会に参加できるよう設営しました。
10.　次年度への引継事項

(1)案内及び出欠確認について

　①当日のキャンセルを見越したうえで、計画の募集人数より多く応募受付を行ってください。

②対外対象で訪問先の団体については下調べを行ってください。実際には休止しているなど活動をしていない場合や、連絡系統の違いなどがあるので事前には最新の情報を入手するように努めてください。

　③案内を受け付けたら、電話やメールなどで受付を完了した旨を申込者に連絡・確認してください。

(2)事前準備について

①設営にご協力をいただくスタッフやメンバーの皆様には、当日の役割を早めにご連絡ください。併せて、メンバーに向けて、単に次第やタイムテーブルだけでなく、当日の流れを理解していただけるように努めてください。

②当日のリハーサル時間帯に別団体がグランドホテルの会場を使用していたため、直前まで会場に入る事ができませんでした。会場の配置や機材の確認等は当日に行えるか、または別日に行えるか、ホテル側と調整して下さい。

③講師の待機、入場については、会場内と会場外との情報伝達について、インカムを使うか入り口でなんらかの合図を送るなどの方法の検討やリハーサルを行い、入念な準備をする必要があります。

　④アンケートを行う場合はその内容について、記入者がわかりやすい表現や、用紙の片面に収まるレイアウトや設問数にするなど、精査をおこなってください。

⑤公開例会で参加者の写真を使用することで、当日どのような形で写真を使ってもらえるのか、参加者各自が興味を抱くことにより、参加を促進する効果が生まれ、事前のキャンセルを減らせることに繋がるものと考えます。ただし、写真の取扱いについては事前に参加者の了解を得て撮影する必要があります。

⑥対外の参加者も対象とする場合、メンバーと対外参加者にとって参加しやすい開始時間を設定する必要があり、中身を両者の視点から精査してください。
(3)会場運営について

①託児所の運営については、当日の子供の事故やトラブル等を未然に防ぐためにも託児委託先や保護者等の関係者と事前連絡を綿密に行ってください。

②会場がセレモニーと例会とで分かれる場合、国旗やJC旗等の配置に考慮してください。同様に、公式演台やゴング等の配置・移動の手順についてもよく確認してください。

③機材を配置する場合にはコード等を参加者が踏みつけたりひっかけたりしないよう、

配線にも留意してください。

　④アンケートの回収は、対内については記名式にし、対外については冊子等と交換するなど、回収率をあげる工夫を行ってください。

(4)備品について

①インカムの故障のチェックなど余裕を持って行うようにしてください。また操作方法について事前に十分に熟知するようにして下さい。

②アンケートを行う場合に、記入者が机を使えないような会場配置である場合には、バインダー等、下敷きになるようなものを必要数用意してください。また、ゴルフペンなどの記入用具もその数を確認してください。

③映像はPCからでも流すことは可能ですが、PCがフリーズしてしまうリスクや次第スライドとのスイッチのスムーズさを考慮しDVDを用意して下さい。また、切り替えのタイミング等についても検討し、必要であれば事前に実際の機器を使ってのリハーサルを入念に行ってください。

④担当者はビデオカメラの操作方法を熟知するようにして下さい。また、万全を期すために予備のビデオカメラをご用意下さい。

11.　決算総額

(1)  金349,815円
(2)(事業評価)収支決算書
12.　委員長所見

青少年委員会は、参加者が親や地域の大人として、青少年育成の意識を高め、自信を持って子供と向き合える「尊敬できる大人」へと成長することを目的に4月公開例会「尊敬できる大人へ ～大人が変われば子供も変わる～」を実施しました。事業目的を達成するために、市民100名の参加を目標に計画を立て募集活動を実施しました。実際に募集活動を行ってみると、想像していた以上に困難であったというのが正直な気持ちです。総務広報委員会のご協力もあり、事前の告知と例会当日と多くのメディアにて報道されました。さらに、子育てサークルや子育ての駅を訪問しチラシを手配りしPR致しましたが、目標の人数を達成することが出来ませんでした。達成するためには、内容やPRなども含め、さらにパワーアップする必要があります。しかしながら、本例会は、両講師の素晴らしいお話しによって、会場を出るときの参加者の顔が輝いており、例会終了後の市民からの評価も高いものであったことから公開例会という形で実施したことは間違いではなかったと思っております。対外参加者の募集は、困難ではありますが、特に青少年系の事業、例会は対外を対象にして欲しいと思います。その一方で、設営面での不備がありました。これは公開例会であろうとなかろうと関係なしにあってはいけないことだったと反省しております。このように評価すべき点、反省すべき点はそれぞれ多くあるのですが、計画、募集、公開例会当日と委員会メンバーとともに、汗をかき、総力をあげて実施したことは、私にとっての誇りであります。

最後に、佐田直人理事長をはじめとするスタッフの皆様、そして本例会に参加し、真剣に講演を聞いていただきました市民やメンバーの皆様、そして貝間元義チーフを中心に事業構築から当日まで、全力で取り組んだ委員会メンバーに心から感謝申し上げ、私からの委員長所見とさせていただきます。本当にありがとうございました。
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【使用資料一覧】

 (1)使用資料

①   案内文
②  ポスター
③  チラシ
④  プレスリリース
⑤　横断幕デザイン
⑥　メンバー出欠結果
⑦　収支予算書
⑧　収支決算書
⑨  長岡市内の子育てサークル一覧
⑩　長岡市内の子育て支援団体一覧
⑪　備品表
　⑫　会場図(セレモニー・例会)

　⑬　ポスター・チラシ配布リスト
　⑭　尊敬できる大人のイメージ図
　⑮　セルフエスティーム説明資料
⑯　講師プロフィール
　⑰　講師選定理由
⑱　後援申請書
⑲　後援承諾書
　⑳　託児所(利用案内・緊急対応チャート)

㉑　シナリオ
㉒　タイムテーブル
㉓　場面図
㉔　映像イメージ
㉕　プレゼン資料
（アンケート）

①　事前アンケート
②　事後アンケート(対外)・事後アンケート(対内)


③　事後アンケート集計結果
(2)参考資料

①　報道関係掲載の様子
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上程スケジュール

第12回青少年委員会

平成26年4月25日

第19回拡大スタッフ会議
　　　　平成26年4月30日

第13回青少年委員会

平成26年5月16日

第20回(拡大)スタッフ会議
平成26年5月22日
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今後の上程スケジュール

第10回理事会


平成26年5月28日
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【前回までの流れ(意見と対応)】

第19回スタッフ会議　　　　　平成26年4月30日

Ｑ：今回の例会を実施してみて、対外参加者の募集に関しての考えを聞かせてください。
Ａ：例会、事業の区分けと実施の時間をどうするかということ、今回は地域の大人も対象ということが伝わらなかったこと、マスコミ掲載は多くあったが、募集の決定打にならなかったこと、すべてにおいてグレードアップする必要があります。
Ｑ：子育ての自信は出てきたかという設問に対して、対外で13％、対内で34％の人が何も変わらないと答えていることについてはどう捉えているか。

Ａ：子供がいないから、自分は関係ないというとらえ方をしたなど、アンケートの設問が悪かった、メンバーに関しては、そもそも意識が高かったことなど理由だと考えます。
Ｏ：一割の人が「何も変わらない」と答えていること自体は事業目的に達しなかった点ではありますので、記載をしてください。

Ａ：追加しました。

Ｏ：講演では、成功例ばかりではなく失敗例もとりあげたほうがよかったのではないか。

Ｏ：採用する講師の偏りがあって視点があまり変わらない問題があるとおもう。

Ａ：JCで特定の講師が続きましたが、テーマが別であり、背景目的から考えても最適だったと考えております。
Ｏ：公開例会で家族の写真を使うというのは、対象者に例会に興味を持たせるのに有効な試みだと感じた。事前や当日のキャンセルが減らすために活用できると思うのでその点を引継事項に入れてはどうか。

Ａ：追加しました。
Ｑ：当日のアイスブレイクには何か効果があったと感じたか。

Ａ：やる前とやった後では参加者の表情が変わったのがわかりました。アイスブレイク自体は参加者の気持ちを変え、例会後にも繋げるためにも良かったと考えています。

Ｑ：アイスブレイクは、時間の配分という点から本当に必要だったのか。

Ａ：追記しました。
Ｏ：他の委員会でもそうだが委員長所見がテンプレート化していきている。委員長が想いを載せる唯一の場なのでしっかりと書いてほしい。
Ａ：追記しました。
Ｑ：託児所を設置していたが実際に来ていただいたお子様は何人くらいだったか。参加人数を明記して、参加推進方法の検証としてほしい。

Ａ：追記しました。

Ｏ：今回はいいが、以降は報道関係の資料について、ただ記録した資料を並べるのではなく一覧表として記載してほしい。この件については青少年委員会だけでなく各委員会に周知することとする。

Ｑ：引継事項の中から、今回特に残したものはあるか。

Ａ：今回、当日のキャンセルが多かったのでそれを見越した上で実際の募集人数よりも応多く応募受付を行っていただけるよう記載いたしました。

Ｑ：実際に今回は何名の申し込みがあったのか。

Ａ：当日駆込も含めて100名程度の応募がありましたが、キャンセルやあるいは忘れていたなどの理由から実際の参加は86名となりました。

Ｏ：メンバーと子育てサークルの間でクレームがあったと聞きましたので、その点についても記載してください。

Ａ：追加しました。

Ｑ：託児所で何名預かる予定だったのか。

Ａ：予定ですが、保育士を8名用意し、4歳～小学生低学年であれば1人に対して3人まで預けられるとの話ですが、実際は託児されるお子様の年齢によって前後します。そのため募集人数を正確には答えられないのですが、託児所がいっぱいになった時点で託児の受付は終了させていただきました。

第20回スタッフ会議　　　　　　　平成26年5月22日
Ｑ：実施上の問題点の記載が分かりづらいので、修正してください。

Ａ：修正しました。
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